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今日も、私は姉とけんかをしました。でも、少し時間がたつと、さみしくなってしまいます。「あん

なこと言わなければよかった。」という気持ちでいっぱいになります。今、世界中で、あらそいがたく

さん起こっています。あらそいをしている人は、いやな気持にならないのかな、と私はぎもんです。姉

と、私は同じ家にすんでいるから、いつかは仲直りできます。ところが、あらそいは遠くの国へミサイ

ルをとばしたり、せんとうきでばくだんをおとしたりします。顔が見えないあらそいです。こんなんで

は仲直りのきかいがありません。 

私の祖父母の家には畑がたくさんあります。その畑で祖父は、大根や、イチゴや、それにきゅうりな

どのたくさんの野さいなどを育てています。あらそいが起こったら、野さいは育てられません。畑がば

くだんでなくなってしまうからです。のうぎょうは、平和でないとできません。私は、祖父の作った大

根や、トマトを世界中の人々へ送りたいと考えています。そして、このおいしい大根とトマトを一緒に

作りましょうとよびかけます。おじいちゃんの所へみんなをつれていって、やさいの作り方を教えて

もらいます。おじいちゃんの大根はぜっぴんなので、まず、ダイコンを教えます。次に、大玉のトマト

を教えます。そして、おじいちゃんが作っている物を全部教えます。宇宙から見ると、りくは、作物で

いっぱいで、海は、海の近くにはえている作物を魚が食べて、とても元気な魚でいっぱいにします。そ

うなれば、地球は、大根の白や、トマトの赤で色とりどりになります。そして、人の心も豊かになるう

えに、地球も豊かになります。私の起こしたいへんかは地球をのうじょう王国にして、たたかいをなく

すことです。 


